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2025 年 9 月 1 日

■ 出席報告　　　
■ 今日の歌

■ ニコニコ報告　　　　　　　

【四つのテスト】

次 回 の 例 会

■ 卓話：小林　友美子
■ 卓話：和田　悠希子

2025 年 9 月 22 日
オンライン 12：30～12：30～

■ 出席報告　　　
■ 今日の歌 【それでこそロータリー】

フランチェスコ・アレッツォ

会長　平松悦子

私たち大阪上方ロータリークラブは、昨年度新たに誕生した、まだ若いクラブです。けれども、設立当初から明確なビジョンを持って活
動してまいりました。それが、「ポリオに特化した奉仕クラブ」という方向性です。ロータリーの長年の取り組みであるポリオ撲滅運動
に、私たちも明確な意思を持って関わっていこうという想いで始まりました。私自身、改めてこのポリオ問題を深く学ぶ中で、「世界に
残された課題を無視しない」というロータリー精神の本質に強く心を動かされました。
また、昨年度より取り組んでいるのが、「子ども食堂」の運営です。これは、ポリオという “世界的な課題” と並行して、地域の “足元の
課題” にも目を向けたいという、クラブメンバーの強い意志から生まれた活動です。毎月1回、小さな場所で、あたたかいご飯と安心で
きる空間を、子どもたちに提供しています。特別なことをしているわけではありませんが、そこにあるのは、人と人のつながりと、誰か
を思いやる心です。私は奉仕とは「行動」であり、「継続」であり、何より「誠意」だと思っております。大きなことをする必要はありま
せん。一人の子どもの笑顔や、地域の方の「ありがとう」という言葉が、私たちの心のエネルギーとなります。このような取り組みを、
これからも “無理なく・楽しく・意味のあるかたち” で続けていきたいと考えています。
今年度、会長として私が掲げたいテーマは、「しなやかに、そしてしっかりと ― 新しいクラブだからできる奉仕を」です。まだ歴史の浅
いクラブだからこそ、私たちには柔軟さと可能性があります。固定観念に縛られず、時代や地域のニーズに合わせて、ロータリーの精神
を今の形で表現していきたいのです。
・若い世代にアプローチするにはどうすればよいか
・SNS や動画など、新しい伝え方をどう取り入れるか
・女性の参加や多様な価値観をどう受け入れていくか
こうした課題に前向きに向き合いながら、「上方クラブならではのロータリー活動」を築いていけたらと思っています。



もちろん、私一人の力ではできません。むしろ、私には皆さまの知恵と力が必要です。だからこそ、この1年は “皆でつくるクラブ” に
していきたいと強く願っています。
最後に。
ロータリーの原点は、「超我の奉仕」――つまり、自分のことよりも他者のために、という精神です。その原点に、私たちはいつも立ち
返りながら、未来に向かって歩み続けるべきだと思います。
大阪上方ロータリークラブが、地域に、そして世界に、小さくても確かな光を届けられる存在であり続けられるよう、どうかこれからの
1年間、皆さまの変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

出席報告

会員数 24（０）名
出席会員数 14（０）名

メーキャップ

合　計 14名

ゲスト 0名

0名

※（ ）内数字は出席免除会員の出席人数　会員：24名（免除00名）

2025 年 8 月 25 日

15/24　出席率：58.3%

久保太公矢

溝畑正信

幹事報告

＊MyRotaery 登録が未了の方、今後も会員同志サポート
　しながら全員登録にご協力お願いいたします。

【9月の予定】
＊ロータリー財団セミナーのご案内
　出席者：平松悦子会長
　　　　　和田悠希子ロータリー財団委員長
　　　　　安田剛国際奉仕委員長
　日　時：9月 6日（土）13：00 ～ 16：00
　　　　　（受付は 30 分前より開始）
＊クラブ職業奉仕委員長会議のご案内
　出席者：小林友美子クラブ職業奉仕委員長
　日　時：9月 20 日（土）10：00 ～ 12：00
　　　　　（受付は 30 分前より開始）
＊公共イメージ向上セミナーのご案内
　出席者：青戸佳世広報委員長
　日　時：9月 20 日（土）13：00 ～ 14：30
　　　　　（受付は 30 分前より開始）
＊国際・社会奉仕合同委員長会議のご案内
　出席者：安田剛国際奉仕委員長
　　　　　竹谷美和社会奉仕委員長
　日　時：9月 20 日（土）15：00 ～ 17：00
　　　　　（受付は 30 分前より開始）

　　　いずれも会場は大阪市西区土佐堀 1-5-6
　　　大阪 YMCA国際文化センター 2F です。
　　　皆様ご出席よろしくお願いいたします。　

第 2回大阪上方やいと句会が、8月 22 日（木）に開催され
ました。
場所：大阪市西区本田 3丁目 2－1
　　　“やいと” Tel: 06-6584-2922
出席者：道木憲子、道木良明、溝畑洋子、溝畑正信
17 時 30 分～19 時までお酒の出る食事
20 時 30 分まで句会
1人 4句提出、4句選で行われました。
皆様、楽しい句会へぜひご参加ください♪
　
正岡子規以後、俳句で大きな仕事をしたのは高浜虚子です。
長谷川素逝という人が日華事変のとき砲兵少尉として出征
し、「黄河の堤防敵によって断たる」の前書きの付いた、
「氾濫の黄河に民の粟しづむ」を「ホトトギス」に投句しま
した。この句を高浜虚子は、「氾濫の黄河の民の粟しづむ」
としました。「に」を「の」にしただけなのですが、一句は
大きく変貌しました。「に」では単なる事実の報告だけ。
広大な中国大陸、なかでも黄河の治水は古代の皇帝尭・舜
の時代から政治の要諦であり、氾濫を繰り返して悠々と流
れる黄河の歴史の中に、中国民衆の苦難の歴史もありまし
た。ただ眼前の出来事だけでなく、目に見えない大きなも
のが虚子には見えていました。そういう一句のスケールを
大きくした「の」なのです。

　能登の海漆乾かぬ酷暑かな　　    　　道木　憲子

　小柄なる姑が残せし秋袷　　　    　　道木　憲子

　寂しさを生きよ生きよと法師蝉　  　  溝畑　洋子

　鰯雲人のさだめものもろきかな　        溝畑　洋子

　空蝉や日照雨に濡れてやはらかし　    溝畑　正信

　蟇鳴くやアシカの声も夜の園　　　    溝畑　正信

今月の自選句

俳句同好会だより



2011年 5月「友」より 前号より引き続き永田雄治様がポリオに携わるキッカケとなった記事を掲載します




